
ＩＬＯ（国際労働機構）理事会は６月20

日、全労連と連合が提訴していた日本

の「公務員制度改革」に関わる案件（218

3号、2177号）に対して「公務員の基本的

権利に対する現行の制約を維持すると

いう、その言明した意図を再考するよう

あらためて強く要請する」としたＩＬＯ結

社の自由委員会の「報告・勧告」を採択

しました。

全労連は「昨年11月のＩＬＯ勧告に引き

続き、道理ある主張が国際舞台におい

て全面的に認められたことは高く評価す

る」としています。

「勧告」の内容は、日本政府に対し現在すす

められている「公務員制度改革」を見直し、結社

の自由原則に則って公務員にストライキ権を付

与することなどについて、労働組合との全面的

な協議にもとづく「合意」を求めています。

これらは、全労連が「歴史的・画期的」と評価

してきた昨年11月のＩＬＯ勧告の立場をつらぬ

き、あらためて日本政府がすすめる「改革」の内

容とすすめ方を全面的に批判したものです。政

府は、ふたたび示されたＩＬＯの判断を真摯に

受けとめ、労働基本権の確立をはじめ国際労

働基準にもとづく公務員制度の実現に努力すべ

きです。

一方、昨年のＩＬＯ勧告を「承服しがたい」とし

てきた日本政府は、国会が延長されるもとで、

いまだに「公務員制度改革」関連法案の国会提

出をねらっています。

この間、政府は、「追加情報」を提出してまで、

ＩＬＯに「理解」を求めてきましたが、結局は、日

本政府の主張が、国際的な常識に照らし合わ

せて、到底受け容れられるものではないことを

繰り返して明らかにするところとなりました。国

際世論に挑戦する日本政府の恥ずべき態度こ

そあらためられるべきであり、その出発点として、

「公務員制度改革大綱」を撤回し、改革にむけ

た作業を白紙からやり直すべきです。

今回の報告の中でも指摘されていますが、民

主的な公務員制度を確立していくうえで、「全面

的で率直かつ意味のある協議」の実現は不可

欠となっています。そのことから、全労連は、ＩＬ

Ｏ勧告にそった公務員制度改革にむけて、担

当大臣をふくめた協議の場が実現するよう政府

に繰り返し要求することとしています。

また全労連は、２度のＩＬＯ勧告の意義を深く

受けとめ、国民犠牲の「公務員制度改革」を許

さない世論と運動をひろげつつ、労働基本権回

復など「働くルール」確立をはじめ、「天下り」禁

止や政官財癒着の根絶など、国民の願う公務

員制度の実現に全力をあげるとしています。
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全労連全国キャラバンの愛知入りとともに行われた
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５月３１日に静岡県より引き継

ぎ、６月１１日に岐阜県へ引き継

ぐまでの１２日間にわたってとり

くまれたあいち平和行進は、３２

コースでとりくまれ、延べ３５０㎞

の行進に昨年を上回る６０７０人

が参加しました。

県内では愛労連などの参加す

る国民平和大行進実行委員会と

生協などが中心の市民平和行進

実行委員会が共同の連絡会をつ

くり、あいち平和行進として名称

やスローガンを統一した行進は、

県下各地での努力のもと愛知県

的な共同がはかられてきました。

有事３法制が６月６日に参議院

で可決・成立するという事態の中

での行進は、「一歩でも二歩でも」と平和への思

いを込めるものとなりました。６月１日以降は「守

ろう憲法、有事法制NO」の決議をコースごとに

行進団として確認し、小泉首相に送り続けてき

ました。また、若者を先頭にした沿道募金隊は

炎天下の中でも大奮闘し、数千人規模の県民と

対話し２７６０筆の署名と３９８，４３４円の募金が

寄せられ、核兵器なくせの世論を草の根から起

こすという点で大きな役割を果たしました。

自治体への要請では、平和を望む声が圧倒

的であり、中には「有事法制には反対」（大口町

長、同議長）や「平和があちこちで崩されている。

自治体としても問題提起をしていきたい」（木曽

川町長）などの発言も寄せられた。また、津島

市長・議長、佐織町長・議長、稲沢市長・議長な

ど４自治体７名の自治体関係者が昨年に引き続

いて行進に参加しました。

日々の行進を盛り上げ支えてきた県内通し行

進者は年金者組合、民商、うたごえ、平和委員

会、高校生平和ゼミOB、原水協事務局、めいき

ん生協から１９名となりました。

若者らが企画準備を進めたピースアクション２

００３は、直前までイラク取材をしていたフォトジャー

ナリストの久保田弘信氏を招き、イラクの深刻な

実態が語られました。
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ピースアクションでエンディングを飾る青年たち



「同僚の胸ぐらをつかんだ」些細なトラブルを

全港湾つぶしに利用され不当解雇。裁判で争っ

ていた全港湾ダイコー千葉裁判の判決が５月３

０日、名古屋地方裁判所で行われました。

全港湾中央本部の代表、愛労連の見崎議長

をはじめとして３８団体、１５０名を超える傍聴参

加者が固唾を飲んで見つめる大法廷で橋本裁

判長が主文を読み上げました。「原告が被告ダ

イコーに対し雇用契約上の権利を有することを

確認する」。２ヶ月前、住軽金鈴木強制出向裁

判で、わずか数秒で「原告の請求を棄却する」

と読み上げ、逃げるように法廷を出て行った同

じ裁判長が、この日はゆったりと判決文を読み

上げていたような気がしました。

今回の判決は、千葉さんの雇用の権利と賃金

の支払いを認めるとともに胸ぐらをつかんだト

ラブルに対しても、相手の主張を「あいまいで

信用できない」「ケガも客観的事実は認められ

ない」として全面的に退けています。千葉さん

の職場復帰をめざし会社に対応を求めていま

すが、争議を解決していく姿勢はなく、６月１６

日に控訴をしてきました。

全港湾は、このような会社の姿勢について抗

議するとともに、今回の勝利判決を土台に早期

の職場復帰を勝ちとるため全力をあげたたた

かいます。

今後とも愛労連をはじめ、県下、地域のみな

さんのご支援、ご協力をよろしくお願いします。

（全港湾名古屋支部 書記長 田中洋行）

全国交流集会は全労連・自由法曹団・日本国

民救援会の主催で、6月8日(日)～9日(月)まで、

熱海市大月ホテルで行われました。

全体集会では、和解勝利をした芝信従組のた

たかいや、逆転無罪を勝ちとった西武新宿線事

件の報告がされました。続いて秋山賢三氏の

記念講演が行われました。同氏は元裁判官とし

て「裁判官はどこで有罪・無罪の心証を得るの

か」というテーマで、実例を引き、講演されまし

た。その中で特に印象に残ったのは「誰にも納

得できる事実の提出が裁判官を動かす」という

ことです。そのためには事実の丹念な調査が

大切であるとし、第一審の事実認定に全エネル

ギーを注ぐ重要性を強調されました。また一方

で、裁判官は訴える側と訴えられる側の人間性

のレベルを見つめているとも述べられました。

分科会には、第三分科会の「リストラ合理化、

企業閉鎖、倒産・解雇」に出席しました。今村弁

護士からNTT事件を中心にリストラの特徴と核

心について、たたかいの方向についての講演

に続いて各争議団から、争議の現状が各々報

告されました。分科会での印象は、資本が大変

凶暴になっていること。またリストラの特徴的手

法は企業形態を変えたり、企業閉鎖等の形を取

りながら解雇や賃金カット等の不利益変更を行

うという脱法的行為が横行していることでした。

（NTTリストラ裁判原告 紙尾清春）
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２００３年７月

■５日（土）

愛労連婦人協定期総会

（１３：００～労働会館東館ホール）

愛知医労連定期大会

（～６日 犬山・迎帆楼）

被爆者支援ネットワーク結成総会

（１４：００～名古屋YWCA）

■９日（水）

愛労連第２３回幹事会

（１８：３０～労働会館本館第１会議室）

■１０日（木）

愛知消団連総会

（１３：３０～名古屋消費生活センター）

■１１日（金）

年金者組合新事務所開き

（１２：００～新事務所）

イラク特措法反対７・１１県民集会

（１８：３０～久屋市民広場）

■１３日（日）

愛労連第２９回定期大会

（１０：００～名古屋国際会議場）

愛知県平和委員会定期総会

（１０：００～労働会館本館会議室）

■１５日（火）

人勧闘争早朝宣伝行動

（８：００～三の丸一帯）

人勧闘争中部人事院座り込み

（９：００～第２合同庁舎前）

■１６日（水）

人勧闘争中部人事院座り込み

（９：００～第２合同庁舎前）

人勧闘争昼休み集会

（１２：１５～名城東小公園）

■１７日（木）

NTTリストラ裁判

（１３：３０～名古屋地裁）

■１９日（土）

被爆５８周年原爆犠牲者を偲ぶつどい

■２０日（日）

東三河労連地引き網

（９：００～豊橋・高塚海岸）

■２３日（水）

愛労連第１回幹事会

（１３：３０～労働会館本館第１会議室）

被爆者・甲斐訴訟第１回口頭弁論

（１０：３０～名古屋地裁）

■２７日（日）

原水爆禁止２００３年世界大会愛知のつどい

（１３：００～名古屋市教育館）

２００３年８月

■３日（日）

原水爆禁止２００３年世界大会・国際会議

（～５日 広島）

■５日（火）

原水爆禁止２００３年世界大会・広島大会

（～６日 広島）

■６日（水）

愛労連第２回幹事会

（１８：００～労働会館本館第１会議室）

■７日（木）

原水爆禁止２００３年世界大会・長崎大会

（～９日 長崎）

■１０日（日）

国際交流愛知女性のつどい

（めいきん生協生活文化会館）

■１２日（火）

愛知平和のための戦争展

（～１６日 中小企業センター）

■１３日（水）

愛労連事務局閉鎖

（～１５日）
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